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1894年（明治27年） 5月 ●県水産試験場を幡豆郡一色町（現西尾市）に設置
1936年（昭和11年） 1月 ●本場を宝飯郡三谷町（現蒲郡市三谷町水神町通）に設置
1940年（昭和15年） 4月 ●県水産試験場付属講習所を本場構内に設置
1943年（昭和18年） 3月 ●付属講習所を廃止（県立三谷水産高等学校となる）
1955年（昭和30年） 3月 ●尾張分場を知多郡横須賀町（現東海市）に設置

●内水面増殖指導所を西加茂郡猿投町（現豊田市）に設置
1963年（昭和38年） 4月 ●本場を蒲郡市三谷町若宮に移転

●尾張分場を知多郡南知多町豊浜に移転
1964年（昭和39年） 5月 ●内水面分場鳳来養魚場を南設楽郡鳳来町（現新城市）に設置

7月 ●水産種苗供給施設を尾張分場構内に設置
1966年（昭和41年） 3月 ●漁民研修所を本場構内に設置
1969年（昭和44年） 4月 ●内水面分場を幡豆郡一色町（現西尾市）に移転
1974年（昭和49年） 5月 ●内水面分場弥富指導所を海部郡弥富町（現弥富市）に設置
1987年（昭和62年） 3月 ●淡水魚研修棟を内水面分場弥富指導所構内に設置
1989年（平成元年） 3月 ●尾張分場（知多郡南知多町）を建替え
1933年（平成 5年） 3月 ●内水面分場にウナギ親魚養成施設等を設置
1994年（平成 6年） 4月 ●内水面漁業研究所三河一宮指導所（旧鳳来養魚場）を宝飯郡一宮町（現

豊川市）に移転
7月 ●水産試験場創立100周年記念式典を挙行

1999年（平成11年）12月 ●エコシステム実験棟を本場構内に設置
2000年（平成12年） 4月 ●本場（蒲郡市三谷町）を建替え

施 設

沿革・組織沿革

調査船 1908年（明治41年）12月 ●漁労試験船「愛知丸」（19トン帆船）竣工
1923年（大正12年）11月 ●初代指導船「白鳥丸」（70トン）竣工
1935年（昭和10年） 9月 ●第2代「白鳥丸」（270トン）竣工
1942年（昭和17年） 3月 ●初代試験船「海幸丸」（27トン）竣工
1952年（昭和27年） 6月 ●第2代漁ろう試験船「海幸丸」（33トン）竣工
1956年（昭和31年） 8月 ●第3代漁ろう試験船「海幸丸」（63トン）竣工
1964年（昭和39年） 5月 ●第4代漁業調査船「海幸丸」（99トン）竣工
1971年（昭和46年）11月 ●初代水質調査船「しらなみ」（48トン）竣工
1978年（昭和53年） 3月 ●第5代漁業調査船「海幸丸」（89トン）竣工
1987年（昭和62年）11月 ●第2代水質調査船「しらなみ」（30トン）竣工
1990年（平成 2年） 3月 ●第6代漁業調査船「海幸丸」（75トン）竣工
2010年（平成22年） 3月 ●漁業取締･水質調査兼用船「へいわ」（33トン）竣工

組織

場 長

副場長

管 理 課
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庶 務 ･ 会 計 グ ル ー プ



庶務･会計グループ 漁場保全グループ

企画普及グループ

予算の編成や執行、施設や機器の維持

管理、職員の人事や福利厚生に関する事

務を行っています。

研究施設 敷地面積 建物面積

本場 5,965㎡ 4,012㎡

漁業生産研究所 13,440㎡ 3,589㎡

内水面漁業研究所 5,992㎡ 654㎡

三河一宮指導所 6,018㎡ 945㎡

弥富指導所 4,000㎡ 541㎡

試験研究の企画・立案やその成果の普

及を行っています。漁業者や県民の方々

からの相談にも広く応じ、漁業者を対象

とした藻類貝類養殖技術修練会、少年少

女水産教室、水産試験場公開デーや研究

発表会などを開催しています。また、各

種刊行物やウエブサイトなどを通して、

最新の研究情報を発信・収集しています。

年1回の公開デーは、

毎年大勢の方で賑わ

います。

少年少女水産教室では、

中学生を対象に漁業や

海について学ぶ場を提

供しています。

伊勢・三河湾の水温や栄養塩などの水

質調査やプランクトン観察を行なうとと

もに、海況自動観測ブイシステムにより

刻々と変化する海の状況を監視して、赤

潮や苦潮、貝毒による被害を最小限にと

どめ、豊かな漁場環境を維持していくた

めの研究を進めています。

苦潮とは、海底
の貧酸素水塊が
風などの作用に
よって浅場まで
湧き上がってき
た状態のこと。
魚や貝が死ぬこ
とがあります。

赤潮とは、珪藻
類や鞭毛藻類な
どの植物プラン
クトンが異常に
増殖し、海の色
が通常と異なる
現象。

調査船による海
洋観測は、月2回
以上、定期的に
行っています。

海況自動観測ブイを三
河湾に３基設置し、水
温、塩分、クロロフィ
ルなどを水深別に24時
間連続で観測していま
す。

海況自動観測ブイ
の設置位置

水試ニュースは月1回

発行しています。

赤潮

苦潮



漁場改善グループ 海洋資源グループ

干潟や藻場の生物や環境等を調査し、

その構造や機能の解明による効果的な保

全・造成技術を研究しています。また、

貧酸素水塊による魚介類への影響などを

調査し、その被害を軽減する対策の研究

や水産資源の増大に役立つ研究をしてい

ます。

漁業調査船による観測や人工衛星画像

により海況をモニタリングするとともに、

イカナゴやイワシ類、アナゴなど主要魚

種の資源状況や生活史を調査して評価し、

漁業者へ情報提供しています。

干潟の調査では、
底生生物の種類
や現存量、底質
などの調査をし
ています。

三河湾奥部の六
条潟でのアサリ
稚貝の調査。多
くのアサリ稚貝
が発生する貴重
な干潟です。

平面水槽では、
波浪や風、潮汐
など自然の干潟
を再現し、干潟
生態系の機能を
調べます。

干潟に測器を設
置して、海の流
れや水質、植物
プランクトン量
などを調査して
います。

アサリによる水質浄化実験
（2時間後）
左：アサリ無し、右：アサリ5個

卵稚仔調査 海洋観測

夏眠（砂に潜っている）
しているイカナゴ親魚を
採捕し、成熟度合いを調
査しています。

人工産卵床を用
いたヤリイカの
産卵調査

ヤリイカの卵

成熟度を確認するた
め生殖腺を取り出し
たイカナゴ親魚

人工衛星等による
海表面水温のデー
タを用いて黒潮流
路をモニタリング
しています。



内水面養殖グループ

ウナギ資源回復のため放流に適したウ

ナギを養成する技術の開発、養殖生産安

定化のためウナギ人工種苗生産技術の開

発、矢作川水系においてアユを主体とし

た生息環境調査などを行っています。ま

た、養殖技術の指導や魚病診断も行って

います。

人工種苗生産にお
いて大量生産を可
能とする技術の開
発（水質汚濁の少
ない初期餌料の開
発など）に取組ん
でいます。

ウナギの生殖腺雌雄判別

給餌試験の様子

仔魚の消化管に入った
餌料（矢印）

ウナギ資源
を回復させ
るため、性
比に偏りの
ない放流ウ
ナギの養成
技術を開発
しています。

アユの餌となる付
着藻類を調査し、
河川の生産力を評
価します。

付着藻類（藍藻）の
顕微鏡写真

養成した雌親ウナギの採卵

栽培漁業グループ

主要な魚介類の生態を調べて、稚魚や

稚貝を効果的に放流したり、資源が増え

る技術の開発を進めています。ノリやワ

カメなどの海藻類について、増養殖技術

の改善に関する研究を行っています。ま

た、海産魚介藻類の病害を防ぐ技術の開

発に取り組んでいます。

アサリ、トリガイ、ハ
マグリ、ミルクイなど
主要な貝類の増養殖試
験に取り組んでいます。

標識放流により放
流効果をモニタリ
ングすることで、
主要な魚介類を効
果的に増やす技術
を開発しています。

トラフグ耳石の染色標識

クルマエビ、トラフグの市場調査

ノリの高水温耐性品種
（あゆち黒誉れ）

人工生産技術によって
作成されたワカメ種苗

蛍光染色した
トリガイ幼生

ペイント標識した
ミルクイ稚貝

高水温に対応したノリの品種改良や、ワカメ
種苗の人工生産技術の開発など、海藻類の暁
色気鬱の改善に取り組んでいます。



冷水魚養殖グループ 観賞魚養殖グループ

観賞魚について、商品価値の高い新品

種の開発、治療・予防技術の開発を行っ

ています。また、キンギョの需要を掘り

起こすため、観賞用以外の新しい用途の

開発に取り組んでいます。さらには、県

内養殖業者に対して魚病診断、一般の

方々への飼育相談などを行っています。

当グループが開発し
たキンギョの新品種。

「水泡眼」という品
種の水疱中の体液に
着目し、細胞培養に
使用する培地の添加
剤としての利用など
を研究しています。

養殖業者からの依
頼により魚病診断
を実施しています。

各種イベント等
で一般の方々か
らの金魚の飼育
相談を受け付け
ています。

金魚の知識や家庭
での飼育のポイン
トについて学べる
「金魚の学校」を
開催しています。

地域ブランド品「絹姫サーモン」（ア

マゴ又はイワナとホウライマス（無斑ニ

ジマス）からバイオテクノロジーにより

作出した三倍体魚）の安定した養殖技術

の確立に努めるとともに、生産者への養

殖技術の指導なども行っています。また、

最近減少が著しいアユ漁獲量の回復に向

け、豊川において遡上調査や産卵場調査、

流下仔魚調査などを行い，天然アユの有

効活用や効果的な放流方法について調査

研究を行っています。

バイオテクノロジーにより作出した地域ブラ
ンド品の「絹姫サーモン」（三倍体魚）

アユの遡上魚を調査
し、天然アユの遡上
状況などをモニタリ
ングしています。

アユの産卵場
所や規模を調
査し、アユの
産卵状況など
を把握してい
ます。

流下仔魚の採捕
アユ流下ふ化仔魚
（エタノール固定）

アユの流下仔魚を調査
し、三河湾に流下した
仔魚の総数などを把握
しています。

石に付着しているアユの卵（黄色矢印）

遡上調査場所
（牟呂松原頭首工魚道）



漁業調査船「海幸丸」

施設紹介

本場 ●管理課

●企画情報部

●漁場環境研究部

漁業生産研究所

●海洋資源グループ

●栽培漁業グループ

内水面漁業研究所

●内水面養殖グループ

内水面漁業研究所三河一宮指導所

●冷水魚養殖グループ

内水面漁業研究所弥富指導所

●観賞魚養殖グループ

漁業取締･水質調査兼用船
「へいわ」

本場（蒲郡市）

三河一宮指導所
（豊川市）

弥富指導所（弥富市）

漁業生産研究所
（南知多町）

内水面漁業
研究所

（西尾市）



本場
〒４４３－００２１

蒲郡市三谷町若宮９７

TEL ０５３３－６８－５１９６

FAX ０５３３－６７－２６６４
交通／JR東海道本線｢三河三谷駅｣下車、南へ徒歩１５分。

位置図

漁業生産研究所
〒４７０－３４１２

知多郡南知多町大字豊浜字豊浦２－１

TEL ０５６９－６５－０６１１

FAX ０５６９－６５－２３５８

交通／名鉄河和線「河和駅」より南知多コミュニティバス豊浜線

師崎港行き「小佐」下車徒歩３分。又は、名鉄知多新線「内海駅」

より南知多コミュニティバス西海岸線師崎港行き「小佐」下車、徒歩３分。

内水面漁業研究所
〒４４４－０４２５

西尾市一色町細川大岡一の割５６－６

TEL ０５６３－７２－７６４３

FAX ０５６３－７２－７８６５
交通／名鉄三河線「碧南駅」下車、ふれんどバス吉良高校行き「一色高校西」下車、

西へ徒歩３５分。又は名鉄西尾線・蒲郡線「吉良吉田駅」下車、ふれんどバス碧南行き

「一色高校西」下車、西へ徒歩３５分。

内水面漁業研究所 三河一宮指導所
〒４４１－１２２２

豊川市豊津町柳不呂９５

TEL ０５３３－９３－１４３３

FAX ０５３３－９３－１４３４
交通／JR飯田線「三河一宮駅」下車、東へ徒歩２５分。

内水面漁業研究所 弥富指導所
〒４９８－００１７

弥富市前ケ須町野方８０１－２

TEL ０５６７－６５－２４８８

FAX ０５６７－６５－２４８５
交通／JR関西線・近鉄名古屋線・名鉄尾西線「弥富駅」下車、
南へ徒歩１５分。
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２０１７年３月作成

三谷漁港

●漁業生産研究所豊浜漁港

E-mail（共通） suisanshiken@pref.aichi.lg.jp
URL http://www.pref.aichi.jp/suisanshiken/

●本場


